
循環型社会を支える技術・システムについて
概要

資料６

概要

循環型社会を支える技術・システム、すなわち、３Ｒの技術・システムは、資
源消費の少ない、エネルギー効率の高い社会経済システムを実現するものと
して高度化を目指すべきものと考えられる。また、科学技術立国を支える最重
要の技術・システムの一つである。

同時に、循環型社会、低炭素社会、自然共生社会を統合した持続可能な社
会にもつながるものでなければならないと考えられる。

具体的には、①枯渇性の資源・エネルギーの投入量を減らし、②自然界で再
生可能なバイオマスを資源・エネルギーとして有効に利用し、③自然界に放出
される有害物質や温室効果ガス等による環境負荷を低減する ことを究極的される有害物質や温室効果ガス等による環境負荷を低減する ことを究極的
なねらいとするものと考えられる。
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技術とシステムの高度化の視点から見た循環型社会の姿
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循環型社会を支える技術とシステムのイメージ

※個別の技術・システムを、生産者・消費者を結ぶ「もったいない」の気持ちを活かす社会経

資源消費
枯渇性資源、有害物質の投入を抑制・回避し、製品ライフ
サイクル全体での3Rに対応したDfE製品の設計・製造の技

術 システム

※個別の技術 シ テ を、生産者 消費者を結ぶ も た な 」の気持ちを活かす社会経
済システムとしていくことが重要
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バイオマス利活用の視点から見た循環型社会の姿

※再生可能なバイオマスの場合も、個別の技術・システムを、生産者・消費者を結ぶ「もった
な 気持ちを活かす社会経済 と く とが重
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3R技術・システムの現状

技術・システム 現状

3Rに対応したDfE製品の設
計・製造の技術・システム

複写機の部品リユース設計、家電の再生プラの水平利用、
自動車の3R設計等一部製品でDfE製品づくりが進展してい
るる

多段階のリユース・リサイク
ルプロセスの技術・システム

廃プラ鉄鋼利用、PET等のリサイクルにおける産業間連携

の進展に加え、上記一部製品に見られるようなリユース・リ
サイクルの多段階化が進展しているサイクルの多段階化が進展している

高効率、集中型・分散型の
エネルギー回収・利用技術・
システム

ＲＰＳ法や設備補助等の支援策によって、個別・点的な廃棄
物発電・熱利用が一定程度普及し、分散型やバイオマス利
活用のモデル的な事業も複数の地域で立ち上が ているシステム 活用のモデル的な事業も複数の地域で立ち上がっている

環境負荷を低減した適正な
循環的利用、処分の技術・

家電、自動車のリサイクルにおけるフロン回収・破壊や、廃
棄物処理におけるダイオキシン対策等が確立している

システム

処分場再生や長期管理を行
う技術・システム

処分場再生の一部事業化が見られ、処分場の技術基準の
強化・形質変更規制により基盤も整備されてきているう技術 シ テ 強化 形質変更規制 り基盤も整備され き る

再生可能なバイオマスを利
活用する技術・システム

バイオマスタウン等、設備補助によるモデル的な事業が地
域において立ち上がっている

資源循環型生産 消費シス 既存リサイクル制度の効果等の評価研究や 国際資源循資源循環型生産・消費シス
テムの設計・評価・支援技術

既存リサイクル制度の効果等の評価研究や、国際資源循
環に関する研究等、いくつかの既往研究が行われている

５



3Rの技術・システムの高度化に向けた時間的・空間的イメージ

現在から中長期的な将来への時間軸
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3R技術・システムの高度化の方向性

技術・システム 高度化の方向性

3Rに対応したDfE製品

の設計・製造の技術・シ
ステム

レアメタル等枯渇性の高さ、有害性といった環境の観点や、製品の特質といっ
た効用の観点に応じて、素材、部品加工、製造、販売、リース等のサプライ
チェーン全体、製品ライフサイクル全体にわたる取組を拡大する

多段階のリユース・リサ
イクルプロセスの技術・
システム

DfE設計と連携し、要素技術の活用・低コスト化、リユース・リサイクルに対応し

た品質管理技術の開発・適用により、製品リユース、部品リユース、材料リサ
イクル、原料リサイクルの取組を階層化、拡大する

高効率、集中型・分散
型のエネルギー回収・
利用技術・システム

系統電力等の既存ネットワークと連携した分散型のシステム（廃棄物・バイオ
マスのエネルギー利用、自然エネルギー利用の組合せ）による地産地消のエ
ネルギー回収・利用システムを地域において拡大する

環境負荷を低減した適
正な循環的利用、処分
の技術・システム

DfE設計と連携した代替困難な有害物質の循環使用・環境への排出制御、過
去の廃棄物の安定化・分解を行い、あわせて、循環的利用や処分における
ＣＯ２、フロン等の温室効果ガスの排出抑制を進める

処分場再生や長期管
理を行う技術・システム

処分場からの長期的環境負荷を継続的に制御するほか、資源の一時貯蔵・
保管場所ともとらえ必要に応じて既存処分場の再生を行う

再生可能なバイオマス マテリアル利活用・エネルギー利活用技術の確立や、地産地消等の効率的な
づを利活用する技術・シス

テム
利活用システムづくりを通じ、継続的に実施可能なバイオマス利活用システム
を確立し、その普及を図る

資源循環型生産・消費
システムの設計 評価

3Rの効果の評価技術及び上記の各技術システムと社会システムの統合によ

る資源循環システムの設計技術を確立し 上記の各技術 システム及び資源システムの設計・評価・
支援技術

る資源循環システムの設計技術を確立し、上記の各技術・システム及び資源
循環システムの形成を支援し、その普及、定着を図る

７



技術・システムの高度化に向けて考えられる施策の例

研究・技術開発支援

・科学技術立国を支える技術・システムとすべく、総合科学技術会議の分野別
推進戦略に沿った研究・技術開発の支援強化及び産学官の連携や各省連携
による研究推進体制の確立による研究推進体制の確立

事業化、ビジネスモデル・地域モデル形成の支援
・既存の支援施策の拡充を含めたモデル的事業に対する支援強化

・特に地域の関係産業や多様な主体が連携した地域循環システムに対する支
援強化

情報の提供 共有情報の提供・共有

・産（技術情報）・学（基礎研究成果・新しいコンセプト）・官（情報公開）・ＮＰＯ
（コーディネート）の情報ネットワーク化による新規事業の創成や社会システム
づくづくり

人材育成
・技術の伝承 若手研究者の育成 コーディネーターの育成・技術の伝承、若手研究者の育成、コーディネーターの育成

市場の創出
・ルールの制定、優れた3R技術・システムの公共調達、消費者に対する広報・ル ルの制定、優れた3R技術 システムの公共調達、消費者に対する広報
普及、経済的インセンティブの活用
・3R技術やDfE製品をＪＩＳ等を活用して標準化

８



現在の技術・システムの体系【参考】

工場のゼロエミッション化技術

資源消費

設計 製造

素材・製
品製造

工場のゼロエミッション化技術
プロセス間リンクによるリサイクル技術
原料リサイクル等の産業間連携技術
ＤｆＥ製品づくりの技術 等設計・製造

使用 リサイクル・
エネルギー

ＤｆＥ製品づくりの技術 等

選別・分離・解体技術
材料リサイクル技術
原料リサイクル技術

フィードバック

廃棄

再生利用

リカバリー
システム

原料リサイクル技術
エネルギー回収技術
産業間連携技術 等

廃棄物問

焼却
等

最終処分

エネルギー
回収・利用

適正
処分
シス

収集運搬技術
焼却技術
し尿処理・浄化槽技術

終処分技術

廃棄物問
題

最終処分 シス
テム

最終処分技術
モニタリング技術

江戸期にはし尿の肥料利用のシステムがあったが、明治期の

リスク管理の
ライフサイクル

大気・水環境

基盤となる方法論、技術
伝染病流行や戦後の化学肥料の普及を経て、我が国固有の
技術としてし尿処理・浄化槽技術が確立した

９

リスク管理の
考え方

マネジメントの
考え方

大気・水環境
の保全技術

システム工学

等



総合科学技術会議分野別推進戦略（H18.3.28）

バイオマス利活用研究領域の個別政策目標

【参考】

バイオマス利活用研究領域の個別政策目標

我が国発のバイオマス利活用技術により生物資源の有効利用を実現するため
の研究領域であり、地域に賦存する様々なバイオマス資源を、熱、電力、燃料、素賦
材等に効率的かつ総合的に利活用するシステムを有するバイオマスタウンの構築
に向け、情報発信し、地域活動を促進するとともに、利活用施設の整備、バイオマ
スエネルギーの変換・利用等の技術開発を進める。

プ グ ム び重 な 究開発課題

ス ネルギ の変換 利用等の技術開発を進める。

プログラム及び重要な研究開発課題

プログラム１：バイオマスエネルギー技術
①エネルギー作物生産・利用技術①エネルギ 作物生産 利用技術
②草木質系バイオマスエネルギー利用技術＜戦略重点科学技術＞
③生物プロセス利用エネルギー転換技術
④バイオマスエネルギー利用要素技術④ イオマス ネルギ 利用要素技術
⑤輸送機器用高効率・低コストバイオマス燃料技術

プログラム２：バイオマス材料利用技術
⑥バイオマスマテリアル利用技術

プログラム３：バイオマス利活用システム研究
⑦持続可能型地域バイオマス利用システム技術＜戦略重点科学技術＞
⑧バイオマス利用安全技術 １０



総合科学技術会議分野別推進戦略（H18.3.28）

3R技術研究領域の個別政策目標

【参考】

3R技術研究領域の個別政策目標

3Rや希少資源代替技術により資源の有効利用や廃棄物の削減を実現するため
の研究領域であり、3R推進に向けた国際社会との協調のもと、資源の効率的・循

環的利用と廃棄物の適正管理が新たな物質管理手法によって国民の安全・安心
への要求に応える形で行われることをめざす。科学技術立国を支える循環技術シ
ステムの開発によって、脱温暖化等の他の重要施策との同時解決を図りつつ、我

プ グ ム び重 な 究開発課題

ステムの開発によって、脱温暖化等の他の重要施策との同時解決を図りつつ、我
が国の循環型社会の近未来の具体的な姿を世界とのつながりの下に描き、そこ
に至る転換シナリオを提示することを目標とする。

プログラム及び重要な研究開発課題

プログラム１：資源循環型生産・消費システムの設計・評価・支援技術
①3R実践のためのシステム分析・評価・設計技術＜戦略重点科学技術＞①3R実践のためのシステム分析 評価 設計技術＜戦略重点科学技術＞
②3R推進のための社会システム構築支援技術
③3R型の製品設計・生産・流通・情報管理技術

プログラム２：有用性・有害性からみた循環資源の管理技術プ グラム２：有用性 有害性からみた循環資源の管理技術
④再生品の試験・評価・規格化支援技術
⑤国際3R対応の有用物質利用・有害物質管理技術＜戦略重点科学技術＞

プログラム３：リサイクル・廃棄物適正処理処分技術
⑥地域特性に応じた未利用資源の活用技術
⑦社会の成熟・技術変化等に対応するリサイクル技術
⑧未来型廃棄物処理及び安全安心対応技術 １１
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タ
ノ

ー
ル

発

高
効

率
メ

タ
ン

発
酵

ル
の

用
途

技
術

化
技

術
（
大

規
模

で
の

高
品

質
化

）

N
,P

回
収

型
下

水
処

理
技

術

ー
ド

マ
ッ

プ
【

重
要

短
期

テ
ー

マ
～

20
0
5
年

20
0
6
年

20
0
7
年

① ①

①
②

③

①
②

③

①
②

③

③ ③ ③ ② ②

石
炭

混
焼

発
電

下
水

汚
泥

の

下
水

汚
泥

の

汚
泥

発

高
効

率
発

電
（
小

規
模

）

Ｂ
Ｄ

Ｆ
製

造

ガ
ス

化
発

電

リ
グ

ノ
フ

ェ
ノ

ー
ル

堆
肥

化 N

Ｒ
分

野
の

ロ

下
水

汚
溶

融
技

術

混
焼

技
術

下
水

汚
汚

泥
発

生
量

を
低

減
す

る
下

水
処

理
技

術

高
効

率
発

電
（
小

規
模

）
技

術

ガ
ス

化
改

質
＋

燃
料

化
（
G

T
L
, 
水

素
製

造
）技

術

高
効

率
ガ

ス
化

改
質

＋
燃

料
化

（G
T
L
, 
水

素
製

造
）
技

術

高
効

率
エ

タ
ノ

ー
ル

発
酵

技
術 石

炭
混

焼
発

電
技

術

高
効

率
メ

タ
ン

発
酵

技
術

【
排

出
源

で
の

利
用

】

家
庭

用
エ

ネ
ル

ギ
ー

転
換

技
術

（メ
タ

ン
、

水
素

な
ど

へ
の

転
換

）

水
素

発
酵

技
術

高
効

率
Ｂ

Ｄ
Ｆ

製
造

技
術

下
水

汚
高

効
率

メ
タ

ン
発

酵
技

術

水
素

発
酵

技
術

部
分

燃
焼

ガ
ス

化
発

電

リ
グ

ノ
フ

ェ
ノ

ー
ル

の
用

途
技

術 堆
肥

化
技

術
（
大

規
模

で
の

高
品

質
化

）

下
水

汚
N

,P
回

収
型

下
水

処
理

技
術

詳
細

技
術

３

区
分

技
術

区
分

対
象

物
等

分
小

区
分

マ
ス

減
容

化
処

理
技

術
汚

泥
系

バ
イ

オ
マ

ス
（

泥
）

発
生

削
減

技
術

汚
泥

系
バ

イ
オ

マ
ス

（
泥

）

木
質

系
バ

イ
オ

マ
ス

食
品

系
バ

イ
オ

マ
ス

汚
泥

系
バ

イ
オ

マ
ス

（
泥

）

木
質

系
バ

イ
オ

マ
ス

食
品

系
バ

イ
オ

マ
ス

有
用

物
質

回
収

技
術

汚
泥

系
バ

イ
オ

マ
ス

（
泥

）

バ
イ

オ
マ

ス
エ

ネ
ル

ギ
ー

技
術

の
開

発

バ
イ

オ
マ

ス
の

マ
テ

リ
ア

ル
利

用
技

術

技
術

区
大

区
分

バ
イ

オ
マ

１３



2
0
3
0
年

量
を

低
減

す
る

上
技

術
（
新

規
製

造
ス

技
術

）

物
質

の
低

コ
ス

ト

ル
の

回
収

技
術

長
期

年
2
0
2
5
年

低
減

す
る

上
流

プ
ロ

セ
ス

技
術

プ
ロ

セ
ス

の
改

良
型

）

水
素

発
酵

技
術

汚
泥

発
生

量
流

プ
ロ

セ
ス

技
プ

ロ
セ

レ
ア

メ
タ

ル
の

回
収

技
術

(低
濃

度
物

回
収

技
術

）

新
た

に
利

用
が

普
及

す
る

レ
ア

メ
タ

ル

中
期

20
1
5
年

2
0
20

タ
ン

発
酵

技
術

汚
泥

発
生

量
を

低
（
既

存
プ

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

サ
イ

ク
ル

技
術

【
3】

期 年
2
0
0
8
年

2
0
0
9
年

2
0
1
0
年

高
効

率
メ

タ

ス
ト

・
短

時
間

微
量

元
素

分
析

技
術

抽
出

溶
媒

抽
出

＋

の
分

離
＋

均
質

混
合

技
術

）

効
率

発
電

技
術

ス
ト

脱
水

技
術

系
材

料
な

ど
高

付
加

価
値

品
と

し
て

の
リ

サ

ガ
ス

化
改

質
技

術
な

ど
）

ー
ド

マ
ッ

プ
【

重
要

短
期

テ
ー

マ
～

2
00

5
年

2
0
06

年
2
0
0
7
年

① ① ② ① ① ② ②

シ
ュ

レ
ッ

ダ
ー

ダ
ス

ト
の

ガ
ス

化
改

質
技

術

低
コ

ス

山
元

還
元

溶
媒

抽

高
度

前
処

理
技

術
（
メ

タ
ル

等
の

ガ
ス

化
溶

融
＋

高
効

電
炉

利
用

複
合

リ
サ

イ
ク

ル
技

術

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

型
金

属
ダ

ス
ト

回

生
技

術

高
温

鉛
フ

リ
ー

は
ん

だ

A
lの

不
純

物
無

害
化

移
動

式
低

コ
ス

有
害

成
分

除
去

技
術

セ
メ

ン
ト

、
路

盤
材

な
ど

建
設

系

エ
ネ

ル
ギ

ー
回

収
技

術
（
ガ

環
境

調
和

型
超

微
細

粒
鋼

創
製

基
盤

技
術

Ｒ
分

野
の

ロ

ガ
ス

化
改

質
技

術

電
炉

技
術

を
用

い
た

鉄
お

よ
び

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
複

合
リ

サ
イ

ク
ル

技
術

開
発

移
動

式
低

コ
ス

ト
脱

水
技

術
？

（
建

設
現

場
で

実
施

す
る

技
術

）

→
S
e
e
 レ

ア
ア

ー
ス

・
レ

ア
メ

タ
ル

の
回

収
技

術

汚
泥

発
生

量
を

低
減

す
る

上
流

プ
ロ

セ
ス

技
術

（
既

存
プ

ロ
セ

ス
の

改
良

型
）

汚
泥

発
生

量
を

低
減

す
る

上
流

プ
ロ

セ
ス

技
術

（
新

規
製

造
プ

ロ
セ

ス
技

術
）

高
効

率
メ

タ
ン

発
酵

技
術

水
素

発
酵

技
術

有
害

成
分

（
重

金
属

、
ダ

イ
オ

キ
シ

ン
類

）
除

去
技

術

セ
メ

ン
ト

、
路

盤
材

な
ど

建
設

系
材

料
な

ど
高

付
加

価
値

品
と

し
て

の
リ

サ
イ

ク
ル

技
術

な
ど

の
低

コ
ス

ト
・短

時
間

微
量

元
素

分
析

技
術

レ
ア

メ
タ

ル
の

回
収

技
術

(低
濃

度
物

質
の

低
コ

ス
ト

回
収

技
術

）

新
た

に
利

用
が

普
及

す
る

レ
ア

メ
タ

ル
の

回
収

技
術

イ
（
液

L
）

山
元

還
元

品
溶

媒
抽

出

触
媒

回
収

技
溶

媒
抽

出
＋

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

（
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
を

想
定

し
た

新
た

な
概

念
の

技
術

）

高
度

前
処

理
技

術
（
メ

タ
ル

等
の

分
離

＋
均

質
混

合
技

術
）

エ
ネ

ル
ギ

ー
回

収
技

術
（ガ

ス
化

改
質

技
術

な
ど

）

ガ
ス

化
溶

融
（
要

素
技

術
：
高

ダ
ス

ト
な

ら
び

に
塩

化
物

含
有

ダ
ス

ト
の

付
着

防
止

と
腐

食
防

止
技

術
）
＋

高
効

率
発

電
技

術

超
微

細
粒

鋼
創

製
技

術
の

開
発 高

温
鉛

は
ん

だ
代

替
技

術
開

発 ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

の
不

純
物

無
害

化
技

術
開

発

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

型
金

属
ダ

ス
ト

回
生

技
術詳

細
技

術

３

分
技

術
区

分
対

象
物

等
分

小
区

分
ダ

ー

再
資

源
化

技
術

自
動

車
系

、
家

電
系

建
設

系
汚

泥 産
業

系
汚

泥
無

機
汚

泥

有
機

汚
泥

灰
・

リ
サ

イ
ク

ル
技

術

ル
・

ス

焼
却

灰
、

無
機

汚
泥

な
多

元
素

混
合

物

・
フ

ラ
ッ

ト
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
晶

、
プ

ラ
ズ

マ
、

有
機

E

・
太

陽
電

池
・
そ

の
他

電
子

機
器

部

・
自

動
車

排
ガ

ス
酸

化
触

（
In

,M
o
,G

e
, 
P

t,
 P

dの
回

術
）

分
場

物
埋

立
物

環
境

配
慮

設
計

新
素

材

鉛
フ

リ
ー

は
ん

だ

分
離

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

エ
ネ

ル
ギ

ー
有

効
利

用
鉄

減
容

化
＋

資
源

回
収

技
術

分
離

技
術

技
術

区
分

大
区

分
シ

ュ
レ

ッ
ダ

ダ
ス

ト

汚
泥

焼
却

飛
灰

ダ
ス

ト

レ
ア

メ
タ

ル
レ

ア
ア

ー
ス

最
終

処
分

の
埋

立
物

金
属

１４



2
0
3
0
年

燃
料

電
池

リ
ユ

ー
ス

長
期

0
年

2
02

5
年

別
/
回

収
シ

ス
テ

ム
グ

レ
ー

ド
再

生
技

術

＋
リ

サ
イ

ク
ル

性
素

材
開

発

燃 リ

中
期

2
0
1
5
年

2
0
20

新
た

な
リ

サ
イ

ク
ル

用
途

開
発

回
収

・
分

解
技

術

素
材

分
別

＋
ア

ッ
プ

グ

易
分

解
性

設
計

＋
リ

サ
イ

ク
ル

性
素

材
の

開
発

技
術

易
分

解
性

設
計

易
分

解
性

設
計 易

分
解

性
設

計
＋

分
離

技
術

・
易

分
解

性
設

計

リ
ユ

ー
ス

シ
ス

テ
ム

リ
ア

ル
リ

サ
イ

ク
ル

＋
易

分
解

性
設

計

ラ
ス

/
樹

脂
リ

サ
イ

ク
ル

＋
易

分
解

設
計

基
盤

か
ら

剥
が

す
技

術

築

計
時

の
単

一
素

材
化

等
に

よ
る

減
容

化

易
分

離
設

計

【
4】

期 年
2
00

8
年

2
0
0
9
年

2
01

0
年

IS
化

、
コ

ス
ト

低
減

ホ
ー

ム
等

に
よ

る
減

量 用
途

開
発

/
セ

メ
ン

ト
/
地

盤
改

良
材

等

時
の

考
慮

低
コ

ス
ト

化

の
開

発

理
の

高
速

化

高
速

化

＋

テ
ナ

ン
ス

分

Ｐ
Ｖ

リ

マ
テ

ガ
ラ

リ
ユ

ー
ス

シ
ス

テ
ム

の
構

解
・再

生
、

実
用

化
・低

コ
ス

ト
化

グ
等

＋
品

質
検

査
等

に
よ

り
リ

ユ
ー

ス

リ
サ

イ
ク

ル
（
低

コ
ス

ト
化

）

テ
ナ

ン
ス

設
計

金
属

代
替

る
減

量ー
ド

マ
ッ

プ
【

重
要

短
期

テ
ー

マ
～

2
00

5
年

20
0
6
年

2
0
0
7
年

③ ② ① ①
②

① ① ②

再
生

再
生

骨
材

の
J
I

プ
レ

カ
ッ

ト
、

リ
ホ

分
別

技
術

再
生

ボ
ー

ド
/

設
計

時

マ
テ

リ
ア

ル
リ

サ
イ

ク
ル

分
別

技
術

の

高
回

収
シ

ス
テ

ム
＋

処
理

回
収

装
置

の
小

型
化

・
高

長
寿

命
化

メ
ン

テ

分
子

レ
ベ

ル
ま

で
の

分
解 ト

IC
タ

グ

建
材

→
建

材
/
ボ

ー
ド

へ
の

回
収

・
再

利
用

長
寿

命
化

メ
ン

テ

回
生

金

形
状

設
計

と
加

工
技

術
に

よ
化

焼
却

リ
サ

イ
ク

ル

リ
サ

イ
ク

ル

リ
サ

イ
ク

ル

分
離

技
術

リ
サ

イ
ク

ル

Ｒ
分

野
の

ロ

回
収

シ
ス

テ
ム

、
分

解
技

術
（
燃

焼
、

熱
分

解
、

化
学

処
理

技
術

）
小

型
回

収
装

置

ア
コ

ン

回
収

、
再

利
用

建
築

廃
材

（
断

熱
材

）
中

か
ら

の
残

留
フ

ロ
ン

回
収

、
分

解
技

術
焼

却

リ
サ

イ
ク

ル

既
存

の
ガ

ラ
ス

の
リ

サ
イ

ク
ル

材
既

存
の

セ
ラ

ミ
ッ

ク
ス

の
リ

サ
イ

ク
ル

既
存

の
金

属
類

の
リ

サ
イ

ク
ル 分

離
技

術
、

分
離

後
は

マ
テ

リ
ア

ル
リ

サ
イ

ク
ル

回
収

技
術

分
離

技
術

、
分

離
後

は
マ

テ
リ

ア
ル

リ
サ

イ
ク

ル

ラ
ス

類
分

別
、

易
分

解
設

計

分
別

、
そ

の
後

の
技

術
→

S
ee

廃
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
分

別
/
焼

却

Ｌ
、

Ｆ
Ｅ

ガ
ラ

分
離

技
術

B
i,B

a

レ
ア

メ
タ

ル
分

別
・
回

収
技

術
（
素

材
中

の
成

分
と

し
て

使
用

さ
れ

て
い

る
場

合
（I

T
O

の
In

等
）
は

→
S
ee

レ
ア

メ
タ

ル
・
レ

ア
ア

ー
ス

）

体
リ

ユ
ー

ス
（
リ

ペ
ア

（
バ

ッ
ク

ラ
イ

ト
交

換
：
Ｌ

Ｃ
Ｄ

）
等

に
よ

り
再

使
用

）
シ

ュ
レ

ッ
ダ

ー
ダ

ス
ト

減
容

化
技

術
（
部

品
形

状
設

計
と

対
応

す
る

加
工

技
術

の
開

発
及

び
設

計
時

の
単

一
素

材
化

）

リ
ユ

ー
ス

（
→

S
e
e
ＩＣ

タ
グ

、
品

質
検

査
、

部
品

使
用

時
間

管
理

技
術

）
廃

タ
イ

ヤ
等

の
素

材
の

高
度

リ
サ

イ
ク

ル

回
収

し
て

部
品

交
換

し
リ

サ
イ

ク
ル

水
素

純
化

膜
（
貴

金
属

→
回

生
金

属
代

替
へ

）
技

術

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

へ
リ

ユ
ー

ス
（再

利
用

）
路

盤
材

、
再

生
骨

材
技

術

リ
デ

ュ
ー

ス
（
プ

レ
カ

ッ
ト

、
リ

ホ
ー

ム
促

進
等

）
技

術
建

築
廃

材
の

リ
サ

イ
ク

ル
技

術 →
S
ee

 木
質

系
バ

イ
オ

マ
ス

→
S
ee

汚
泥

へ
分

別
、

減
容

量
化

技
術

（ほ
と

ん
ど

リ
サ

イ
ク

ル
さ

れ
て

い
な

い
）

既
存

マ
テ

リ
ア

ル
リ

サ
イ

ク
ル

（
現

状
1
0
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光
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造
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プ
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造
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薄
型

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

次
世

代
自

車 建
設

廃
材

建
設

構
造

の
長

寿
命

化
・
メ

ン
テ

ン
ス

建
材

一
体

太
陽

光
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【参考】 廃棄物処理等科学研究費による研究・開発推進体制
20年度予算(案）11.35億円

廃棄物処理に伴う有
害化学物質対策研究

廃棄物適正処理研究
循環型社会構築技術

研究
大
学
等

一
般
公
募基

礎
3R推進のための研究

廃棄物系バイオマス利活用推進のための研究
循環型社会構築を目指した社会科学的複合研究

等
に
お
け
る

重
点
テ

礎
・応
用
研 循環型社会構築を目指した社会科学的複合研究

アスベスト問題解決をはじめとした安全、安心のための廃棄物管理
研究 等

アジア地域における環境上適正

研
究

テ
ー
マ

方ト
ッ

19年度採択
62件

研
究

アジア地域における環境上適正
な国際資源循環・廃棄物適正管
理システムの構築に関する研究

3R実践のためのシステム分析・評
価・設計技術に関する研究

式ッ
プ
ダ
ウ
ン

62件

廃棄物適正処理技術
廃棄物リサイクル技

術
循環型社会構築技術

民
間
等
に

一
般
公
募

実
用

術

廃棄物系バイオマス利活用技術開発
アスベスト廃棄物の無害化処理に関する技術開発

廃炉解体工事の低コスト化のための技術開発

に
お
け
る
技
術

募

重
点
テ

用
化
開
発

１７

廃炉解体工事の低コスト化のための技術開発
3R・エネルギー回収の高度化技術 等

術
開
発

テ
ー
マ

19年度採択5件

発
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